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平
成
15
年
11
月
に
開
館
し
た
山
口
情
報

芸
術
セ
ン
タ
ー
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
は
、開
館
し
て
わ

ず
か
10
カ
月
後
の
平
成
16
年
９
月
に
屋
根

材
が
台
風
に
よ
り
飛
散
す
る
と
い
う
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、昨
年
９
月
の
台

風
17
号
で
再
び
屋
根
が
め
く
れ
上
が
り
、内

側
の
断
熱
材
が
周
囲
の
道
路
に
飛
散
す
る

と
い
う
被
害
が
発
生
し
、復
旧
及
び
補
強

工
事
の
た
め
５
２
４
０
万
円
の
補
正
予
算

議
案
が
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　
経
済
建
設
委
員
会
等
に
お
い
て
、さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
は
開
館
か
ら
約
16
年
が
経
過
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
設
計
者
や
施
工
業
者
に

瑕か

疵し

担
保
責
任
等
を
求
め
る
事
案
で
は
な

い
と
の
市
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、市
民
の
不
安
払
拭
と
信
頼
回

復
、再
発
防
止
に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
さ

れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

台
風
に
よ
る
２
回
目
の
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
屋
根

被
害
に
対
す
る
補
正
予
算
審
査

～
再
発
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
～

pick
up
ピックアップ
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６件

予算

13件

条例

38件

事件議決

１件

委員会提出

12月
定例会

2019年
12/2～12/23

上程された議案

　

当
該
工
事
は
、平
成
29
年
９
月
に
本

市
と
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
と

の
間
で
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
、中
国
縦
貫
自
動
車
道
湯
田

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に（
仮
称
）湯
田
Ｐ
Ａ

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
を

進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　

議
案
は
、契
約
金
額
を
変
更
す
る
た

め
の
も
の
で
、約
１
億
８
７
０
０
万
円
の

増
額
に
よ
り
、約
４
億
８
１
５
２
万
円
と

な
る
も
の
で
す
。

　

変
更
内
容
は
、地
域
か
ら
の
要
望
に

基
づ
く
側
道
整
備
や
目
隠
し
板
の
設
置
、

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
に
よ
る
施
工
に
係
る

経
費
な
ど
が
あ
り
、工
法
や
市
に
対
し

て
契
約
金
額
の
増
額
が
提
示
さ
れ
た
時

期
の
妥
当
性
、議
会（
市
民
）へ
の
説
明
等

に
つ
い
て
、本
会
議
お
よ
び
経
済
建
設

委
員
会
に
お
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、最
終
日
の
採
決
前
に
行
わ
れ

た
各
会
派
か
ら
の
討
論
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
、指
摘
を
し
ま
し
た
。

（
仮
称
）湯
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
工
事

事
業
委
託
に
関
す
る
協
定
の
一
部
の
変
更

変
更
内
容
や
時
期
は
適
切
で
あ
っ
た
か

pick
up
ピックアップ
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意見・指摘
〇地元との協議に基づく工事や、工期短縮を実現した
ものであり、早期の完成を目指して引き続き取り組
んでいただきたい。
〇本市の発展と市民生活向上という視点から賛成する。
〇当初、金額の積算根拠の詳細が示されていなかった。
〇完成間近になっての大幅な経費の増額が、協定の締
結に基づく契約のリスクとして含まれていることを
理解し、今後は協定締結段階から増額に対するリス
ク管理を行っていただきたい。
〇追加工事ではなく当初から本体工事にすべきであり、
財政面においても国からの交付金算定に影響を与え、
市の負担がふえたことの責任は重い。

被害を受けた屋根の一部がブルーシートで覆われている（写真右側）

中国自動車道
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駅

大
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駅

矢
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駅

矢
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駅
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駅

湯田温泉駅湯田温泉駅

山口大学山口大学

小郡ⅠC

山口ⅠC

山口南ⅠC

山口 JCT
湯田ＰＡスマートⅠC

山
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自
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車
道
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令
和
２
年
４
月
１
日
に
地
方
公
務
員
法
と
地
方
自

治
体
法
の
改
正
で「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」が
施

行
さ
れ
、非
常
勤
職
員
や
臨
時
職
員
な
ど
の「
非
正
規

職
員
」の
ほ
と
ん
ど
が
、新
設
さ
れ
た「
会
計
年
度
任
用

職
員
」に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、就
業
時
間
が
週
38
時
間
45

分
以
上
の
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
と
、週
38
時
間
45
分
未
満

の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
に
区
分
さ
れ
ま
す
。い
ず
れ
の

職
員
も
、従
来
の
非
正
規
職
員
に
は
な
か
っ
た
期
末
手

当
の
支
給
や
人
事
評
価
の
導
入
、再
任
用
の
際
の
報
酬

の
職
級
加
算（
＝
昇
給
。山
口
市
の
場
合
、経
験
に
関
わ

ら
ず
３
回
ま
で
）な
ど
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の
移
行

pick
up
ピックアップ

12月定例会
　
建
設
が
進
む
拠
点
施
設
の
運
営
を
担
う
指
定
管
理
者
を

「
森
ビ
ル
都
市
企
画・コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
リ
ン
ケ
ー
ジ
共
同
企

業
体
」に
指
定
す
る
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、指
定
管
理
者
が
持
つ「
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
」や「
会
議
、舞
台
芸
術
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
運
営

で
の
豊
富
な
実
績
、経
験
」の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、市
、コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、地
元
企
業
や
地
元
か
ら
採
用
さ
れ
る
職

員
等
と
連
携
し
て
、山
口
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
街

の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

新
山
口
駅
北
地
区
「
産
業
交
流
拠
点
施
設
」

指
定
管
理
者
が
決
ま
り
、
開
館
準
備
本
格
化
！

pick
up
ピックアップ

12月定例会

「トライ 未来創造」
令和２年度予算編成方針

pick
up
ピックアップ

12月定例会

問  �来年度予算への影響は。
答  �フルタイム職員だけをみても、１人

あたりの年収が現行と比較して36
万円、２年目で42万円、３年目で48
万円とふえるため、そのままの人数
が移行した場合には、来年度７千万
円程度ふえると見込んでいる。

工事が進む産業交流拠点施設

　来るべき本格的な人口減少時代を迎え
る山口市。その中で令和２年度の予算検討
の基本となる山口市予算編成方針が示さ
れました。８つのプロジェクトを軸として、持
続可能なまちづくりを進めるうえで未来社会
「society5.0」をⅠｏＴ・ＡⅠ・５Ｇなどの革新的技
術を活用し、スマート自治体・スマートシティの
取り組みも加え公共サービスの最適化に努め
るとあります。
　これらの方針に対し議員からは「都市づく
り」「地域づくり」の視点から、来年度以降の山
口市のビジョンや現状の市の課題解決に向
けた各種の質問をしました。執行部からは、積
極的な事業展開により、多様化する行政ニー
ズに対応したいとの答弁があり、さらに、事業
の徹底した見直しと創意工夫によって、最小
の経費で最大の効果を上げる予算となるよう
取り組むという方向性が示されました。

　これまでの情報社会「society４.0（ソサエティ4.0）」
では、人がパソコンを使い、インターネットを経由して、
あふれる情報から必要な情報を見つけて分析していました
が、人の能力の限界があるとともに作業負担が大きなもの
でした。
　我が国が目指すべき未来社会の姿「society5.0（ソサエ
ティ5.0）」では、現実社会のあらゆるモノがインターネ
ットに接続して、生活や仕事などのあらゆるデータをセン
サーなどで収集したり、モノを遠隔で操作したり監視する
「ⅠoT（アイオーティー、モノのインターネット）」で繋
がり、さまざまな知識や情報が共有されます。
　また、収集された膨大なデータを人間の能力を超えた
「AⅠ（エーアイ、人工知能）」が解析して、その結果が
ロボットなどを通して還元されたり、AⅠから提案された
情報を人が活用することで、これまでになかった新しい価
値や産業が社会にもたらされることになります。
　さらにその情報をやりとりする速さ・正確さを各段に向
上させた次世代の通信システム「５Ｇ（ファイブジー）」
の実用化により、農業・医療・建設工事現場・交通・行政
などあらゆる場面において、人の生活形態や働き方が大き
く変化していくといわれています。

　最近ではニュースなどでもよく耳にす
る言葉ではありますが、市の政策や予算
編成方針でも英語やカタカナの新しい単
語が使われるようになりました。
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議
案
の
審
議
結
果

■■■ 全員賛成で可決した議案

■■■ 賛否が分かれた議案と審議結果（○は賛成、×は反対、△は賛否が分かれたもの）

議　　案
審議
結果

自
由
民
主
党
山
口

県
都
創
生
山
口

公
　
明
　
党

高
　
志
　
会

日
本
共
産
党

市
民
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
み
ら
い
共
創

山
口
維
新
の
会

継
続
力
の
会

条
　
例

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

山口市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
　3ページに一部特集 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

山口市議会の議員の議員報酬及び非常勤の職員の報酬並びに
費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

山口市特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

事
件
議
決

山口市産業交流拠点施設の指定管理者の指定について
　3ページに一部特集 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

「（仮称）湯田ＰＡスマートインターチェンジ」建設工事委託に関す
る協定の一部を変更することについて
　2ページに一部特集

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

予　　　　　算
●�令和元年度山口市一般会計補正予算（第４号）
●�令和元年度山口市介護保険特別会計補正予算（第
２号）

●�令和元年度山口市一般会計補正予算（第５号）
●�令和元年度山口市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）
●�令和元年度山口市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

●�令和元年度山口市介護保険特別会計補正予算（第
３号）

条　　　　　例
●�山口市簡易水道事業に地方公営企業法の規定の全
部を適用することに伴う関係条例の整備に関する
条例

●�水道法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例

●山口市使用料、手数料徴収条例の一部を改正する
条例

●�山口市奨学金貸与条例の一部を改正する条例
●�山口市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
●�山口市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例
●�山口市営住宅条例の一部を改正する条例
●�山口市営特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する
条例

●�山口市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例

事　件　議　決
●字の区域の変更について
●�字の区域の変更について
●�字の区域の変更について
●�字の区域の変更について
●�市道路線の認定について
●�クリエイティブ・スペース赤れんがの指定管
理者の指定について

●�山口市菜香亭の指定管理者の指定について
●�山口市小郡屋内プールの指定管理者の指定に
ついて

●�わかくさ第２学級の指定管理者の指定について
●�やまびこ第３学級の指定管理者の指定について
●�みなみ第２学級の指定管理者の指定について
●�ひめやま第２学級の指定管理者の指定について

●�もみじ第３学級の指定管理者の指定について
●�おおぞら学級の指定管理者の指定について
●�ひまわり学級の指定管理者の指定について
●�ひまわり第２学級の指定管理者の指定について
●�ひまわり第３学級の指定管理者の指定について
●�はちのこ学級の指定管理者の指定について
●�しらさぎ学級の指定管理者の指定について
●�しらさぎ第２学級の指定管理者の指定について
●�山口市小郡上郷児童館の指定管理者の指定に
ついて

●�山口市柚野地域活性化センターの指定管理者
の指定について

●�山口市上村高齢者女性等活動促進センターの
指定管理者の指定について

●�山口市伊賀地高齢者女性等活動促進センター
の指定管理者の指定について

●�国民宿舎秋穂荘の指定管理者の指定について
●�重源の郷体験交流公園の指定管理者の指定に
ついて

●�大原湖キャンプ場の指定管理者の指定について
●�願成就温泉センターの指定管理者の指定につ
いて

●�十種ヶ峰ウッドパークの指定管理者の指定に
ついて

●�赤妻２号雨水貯留施設設置工事の請負契約の
締結について

	 　7ページに一部特集
●�山口市立小中学校教育用コンピュータ等（北
部地域）の取得について

●�山口市立小中学校教育用コンピュータ等（中
央地域）の取得について

●�山口市立小中学校教育用コンピュータ等（川
東地域）の取得について

●�山口市立小中学校教育用コンピュータ等（川
西地域）の取得について

●�黄金町地区第一種市街地再開発事業における
保留床の取得について

	 　6ページに一部特集
●�教育委員会の委員の任命について
	 　角川早苗氏（新任）

委 員 会 提 出
●地方自治法第180条第１項の規定による市長専
決処分事項の一部を改正する告示

慎重な
審議の結果、
今定例会では
58議案を

可決しました。

やまぐち市議会だより　2020.2 4



　11月29日開催の第８回特別委員会において、以下の説明、報告を受けました。
●�山口市新本庁舎等設計業務を受託する業者の、公開プレゼンテーション時におけ
る提案内容の概要や評価。
●�今後のスケジュールや設計段階において特に調整を要する事項について検討す
るワーキンググループ（山口市本庁舎整備に関する庁内検討委員会内に設置）の
概要と協議項目、業務の進捗状況。
●�令和７年度から山口市、萩市、防府市の枠組みにより、本市の新本庁舎において
消防通信指令業務の共同運用を進めることについて確認された。
　特別委員会の委員からは、行政視察の実施により得られた知見等に基づき、以下
の意見や指摘をしました。
●�ワーキンググループのメンバー構成について、職員数における男女比率を意識した
ものにするべきではないか。
●�新本庁舎の想定面積について、国の起債許可標準面積算定基準を参考とされた自治
体において実際の運用時に不足が生じており、人口減少社会に向かう将来を見据え
た検討が必要である中においても、臨時・嘱託職員を含めて実際に勤務している職員
数に見合った面積の想定が重要ではないか。
　今後、配置計画素案の提案時期も念頭に引き続き議論を行い、議会機能をはじめと
した所掌事務についての調査、検討を深めていきます。

新本庁舎の建設等に関する
調査特別委員会

第３回 中間報告（要旨）

特別
委員会
報告

気
に
な
る
動
き

　各会派から提案された議会活動の充実強化のための改
革に関する事項から、議長が必要と認めた28事項のうち、
３項目の答申内容が12月 23日、議長に提出されました。
本協議会は月２回程度開催され、すべての事項を協議し、
整った事項から順次答申を行っていきます。この度の答
申は、以下の３事項でした。
　諮問事項16　 議会会議規則の改正（欠席理由に「育児、

看護、介護、疾病その他」の追記）
　諮問事項27　 議会図書室（新庁舎整備に向けた図書室

のあり方）
　諮問事項28　図書室の充実（資料の充実）
　答申書の全文は市議会ホームページに掲載しています。

山口市議会改革検討協議会 答申書提出 第一弾

議会からのお知らせ

重見会長から坂井議長へ答申書を手渡し

令和元年10月、市は公募型プロポーザルによる選考を実施し、基本設計・実施設計業務の受託
候補者を特定しました。
名称：株式会社石本建築事務所九州オフィス
市ウェブサイトにて、選定理由、提案資料等が公開されています。
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現
在
、
中
央
消
防
署
内
に
あ
る
白
石
分
団
消
防
車
庫
は
、
詰つ
め

所し
ょ
部
分
や
資
機

材
を
保
管
す
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
狭
い
た
め
、
そ
の
解
消
に
向
け
て
平
成
26
年

度
か
ら
車
庫
移
転
の
検
討
を
は
じ
め
、
平
成
30
年
度
に
方
針
を
決
定
し
た
。

　
移
転
先
と
な
る
黄
金
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
地
は
、
白
石
分
団
の
管
轄

エ
リ
ア
各
地
へ
の
出
場
に
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
再
開
発
事
業
は
、
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
黄
金
町
地
区
に
お
い
て
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
目
的
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
石
分
団
消
防

車
庫
を
地
域
の
防
災
機
能
を
高
め
る
施
設
の
一
つ
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

（
担
当
部
局
：
消
防
本
部
）

　
平
成
30
年
９
月
に
創
設
し
た
山※

口
市
介
護
福
祉
士
就
職
促
進

補
助
金
の
交
付
要
綱
を
、
事
業
所
へ
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏

ま
え
、
対
象
要
件
を
拡
大
す
る
よ
う
改
正
す
る
。

　
ま
た
、
他
の
介
護
人
材
確
保
策
や
移
住
定
住
支
援
な
ど
、
本
市
や
県
な
ど

の
各
種
支
援
制
度
も
あ
わ
せ
て
周
知
す
る
こ
と
で
、
介
護
職
に
必
要
な
知
識

や
技
能
を
有
す
る
方
の
市
内
事
業
所
へ
の
就
業
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
促
進
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
（
担
当
部
局
：
健
康
福
祉
部
）

教育民生
委員会

介
護
人
材
確
保
に
向
け
て
の

積
極
的
な
取
り
組
み
は

教育民生
委員会

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教

育
民
生
」「
生
活
環
境
」「
経
済
建

設
」「
予
算
決
算
」
の
常
任
委
員

会
を
設
置
し
、
各
委
員
会
が
所
管

す
る
部
局
の
議
案
や
業
務
等
の
審

査
・
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。
各委員会の所属議員、所
管する部局、日程など、
詳しくは市議会ウェブサ
イトに掲載しています。

　今期定例会では各放課後児
童クラブの指定管理者の指定
に関する議案を審査するなか
で、新規の指定管理者の指定
管理期間を５年間と設定した
ことの妥当性や、公募・非公
募も含めた指定管理のあり方
について議論しました。
　また、５年間の指定管理料
の限度額を債務負担行為とし
て設定する補正予算議案の審
査のなかで、今後状況の変化
があった場合には必要に応じ
て柔軟な予算対応をしていく
との市の考えを確認しました。

放課後児童クラブの
指定管理のあり方は

　平成30年度の補助金交付実績
がゼロであったため、今後のさら
なる取り組みを求める。

委員の意見

※
山
口
市
介
護
福
祉
士
就
職
促
進
補
助
金

市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
初
め
て
勤
務
す
る
介
護
福

祉
士
等
に
、
引
っ
越
し
費
用
な
ど
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
。

補
助
対
象
者
の
要
件
を
次
の
よ
う
に
拡
大
す
る
。

【
改
正
前
】
29
歳
以
下
の
介
護
福
祉
士

　

  

←

【
改
正
後
】 

60
歳
以
下
の
介
護
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
等
の
修
了
者
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
取
得
・
修

了
見
込
み
が
あ
る
方

黄
金
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の
保
留
床
取
得

に
よ
る
白
石
分
団
消
防
車
庫
整
備
の
経
緯
と
目
的
は

総務
委員会

à̀laatrc
e委員会 ア・ラカルト

中央消防署

概略位置図

市役所

市民会館

白石分団消防車庫

山口中央郵便局

中村
女子高

道場門前　　アーケード

〒

P

P

移
転

意見
見異談論
風発

談論
風発
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山
口
市
総
合
浸
水
対
策
計
画
は
、
平
成
27
年
の
策
定
か
ら
５
年
目
を
迎
え

て
お
り
、
大
き
な
施
設
に
つ
い
て
は
見
通
し
が
立
っ
て
き
た
。

　
今
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
る
赤
妻
２
号
雨
水
貯
留
施
設
に
つ
い
て
も
、

施
設
全
体
の
完
成
期
限
を
令
和
４
年
３
月
末
と
し
て
い
る
が
、
雨
水
を
貯
め

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
梅
雨
前
で
あ
る
令
和
３
年
４
月
ま
で
の
供
用
開
始
を

目
指
し
た
い
。

　
各
施
設
の
完
成
後
は
、
地
域
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
住
民
を
対
象
と
し

た
現
地
見
学
会
等
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
中
で
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。（
担
当
部
局
：
上
下
水
道
部
）

　
収
支
計
画
に
つ
い
て
は
独
立
採
算
と
な
っ
て
お

り
、
道
路
等
の
整
備
費
を
除
く
事
業
費
を
土
地
の

売
払
い
収
入
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と
と
な
る
が
、
詳

細
な
売
却
単
価
等
に
つ
い
て
は
実
施
設
計
の
後
に

示
す
こ
と
と
な
る
。
売
却
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
誘
致
実
績
を
強
み
に
企
業
へ
の
セ
ー
ル
ス

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
立
地
奨
励
金
や
雇
用
人

数
に
応
じ
た
補
助
金
制
度
等
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　

ま
た
、
立
地
を
検
討
さ
れ
る
企
業
側
が
求
め
る

情
報
通
信
網
に
つ
い
て
は
、
光
回
線
の
整
備
に
つ

い
て
協
議
・
調
整
を
進
め
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
経
済
産
業
部
）

　山であったところに大規模な造成工事
を行うことで、雨水の流れも変わると予
測される。周辺の住宅や施設へ悪影響の
ないように万全の対策を求める。

　
南
部
地
域
の
陶
、
名
田
島
、
秋
穂
二
島
、
佐
山
、

秋
穂
、
阿
知
須
の
各
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
７
名

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
配

信
等
に
よ
り
南
部
地
域
の
情
報
を
発
信
す
る
隊
員

も
募
集
し
、
地
域
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
南
部
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
徳
地
地
域
で
は
、
そ
ば
打
ち
技
術
の
継
承
な
ど

地
場
産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
・
販
路
拡
大
を

テ
ー
マ
に
活
動
を
さ
れ
て
い
た
隊
員
が
、
任
期
満

了
後
に
民
家
を
購
入
・
改
装
し
て
自
宅
兼
用
の
飲

食
店
を
開
業
さ
れ
た
。
手
打
ち
そ
ば
と
と
も
に
徳

地
地
域
の
特
産
品
「
や
ま
の
い
も
」
や
地
酒
を
提

供
さ
れ
る
な
ど
地
産
地
消
に
よ
り
地
域
経
済
の
活

性
化
に
も
寄
与
さ
れ
、
地
域
へ
の
定
住
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
地
域
生
活
部
、
各
総
合
支
所
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
躍
状
況
は

生活環境
委員会

総
合
浸
水
対
策
事
業

雨
水
貯
留
施
設
設
置
工
事
の
進
捗
は

生活環境
委員会

新
た
な
産
業
団
地
、
鋳
銭
司
第
二
団
地

の
整
備
、
売
却
の
展
望
は

経済建設
委員会

委員の意見

地域おこし協力隊とは
　総務省が支援する制度で、都市地域
在住者に、地域ブランドや地場産品の
開発・販売・ＰＲ等の地域おこし
活動に取り組んでいただきながら、
協力隊の定住・定着を図るもの。

開発に携わった特産品など
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一般質問・質疑

★�議員が何を質問したか、読んで
みましょう！
★�質問と答弁の映像は、各議員の
二次元バーコード　 からも見
られます。
※�必要な場合には、バーコードリーダーをインストールし
てご覧ください。
※�情報の受信にかかる通信料は、利用者負担となります。

★�一般質問の制限時間は、質問と
答弁をあわせて60分です。

市長に聞きたい！
どうなる？ これからの山口市

　
　
11
月
に
開
催
さ
れ
た
山
口
県

央
連
携
都
市
圏
域
推
進
協
議

会
に
お
い
て
、
山
口
市
と
防
府
市
、

萩
市
の
３
市
の
枠
組
み
に
よ
り
、

令
和
７
年
度
を
目
標
に
、
本
市
の

新
本
庁
舎
に
お
い
て
通
信
指
令
業

務
の
共
同
運
用
を
行
う
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
さ
れ
た
。

さ
ら
に
消
防
本
部
に
つ
い
て
は
、

通
信
指
令
業
務
の
共
同
運
用
に
係

る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も
含
め
、
新

庁
舎
に
集
約
す
る
方
向
と
の
報
告

も
あ
っ
た
。
早
急
な
検
討
が
求
め

ら
れ
る
中
、
中
央
消
防
署
の
対
応

と
あ
わ
せ
、
消
防
本
部
の
取
り
扱

い
の
方
向
性
を
伺
う
。

　
　

３
市
で
の
共
同
運
用
を
進
め
、

通
信
指
令
室
を
含
む
消
防
本

部
の
集
約
と
あ
わ
せ
、
中
央
消
防

署
の
建
て
替
え
も
検
討
す
る
。

問答

　
　
山
口
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ビ

ジ
ネ
ス
街
づ
く
り
に
向
け
、

拠
点
施
設
を
中
心
に
、
県
や
関
連

企
業
を
初
め
市
の
関
係
部
局
と
ど

の
よ
う
に
連
携
し
取
り
組
む
の
か
、

そ
の
将
来
展
望
を
伺
う
。

　
　
拠
点
施
設
整
備
後
を
見
据
え
、

駅
周
辺
の
面
的
整
備
の
促
進
、

産
業
支
援
・
人
材
育
成
を
通
じ
た

地
域
経
済
の
活
性
化
、
交
流
人
口

や
関
係
人
口
の
創
出
の
３
つ
の
視

点
か
ら
新
年
度
の
予
算
編
成
作
業

を
進
め
て
い
る
。
指
定
管
理
者
、

国
や
県
の
行
政
機
関
、
関
係
団
体
、

企
業
等
と
の
連
携
体
制
を
し
っ
か

り
と
構
築
し
、
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

第
２
期
山
口
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

問答

自由民主党山口
泉  裕樹

県都創生山口
中島　裕一

行政 新本庁舎整備における通信指令業務について

都市 山口県ナンバーワンのビジネス街づくり

消防本部

建設中の新山口駅北地区拠点施
設（12月）

サンプル
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令
和
２
年
１
月
で
10
年
を
迎

え
る
阿
東
町
と
の
合
併
の
評

価
と
、
阿
東
地
域
に
お
け
る
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
阿
東
の
魅
力
が
本
市
全
体
の

魅
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
阿
東
の

地
域
づ
く
り
の
柱
は
、
人
口
減
少

対
策
と
高
齢
社
会
へ
の
対
応
で
あ

り
、
過
疎
債
等
の
有
利
な
財
源
を

活
用
し
積
極
的
な
地
域
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
で
き
た
と
評
価
し
て

い
る
。
今
後
と
も
、
第
二
次
山
口

市
総
合
計
画
や
前
期
基
本
計
画
に

加
え
、
今

年
度
中
に

策
定
す
る

第
２
期
山

口
市
ま
ち・

ひ
と
・
し

ご
と
創
生

総
合
戦
略

に
基
づ
き
、
各
種
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

○
ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
推
進

○
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

問答

市民クラブ
山見  敏雄

行政 阿東町との合併の評価と今後のまちづくり

　
　
電
子
入
札
導
入
に
向
け
た
市

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
電
子
入
札
に
つ
い
て
は
全
国

約
７
５
０
の
市
区
町
村
で
導

入
が
進
ん
で
お
り
、
本
市
と
し
て

も
効
果
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
可
能
と
す
る
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
掲
げ

て
い
る
。
令
和
２
年
度
に
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
そ
の
後
実
証
実
験
・

業
者
説
明
会
を
行
い
、
令
和
３
年

４
月
の
本
格
導
入
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
で
の
導

入
を
進
め
、
将
来
的
に
は
物
品
購

入
や
業
務
委
託
の
一
部
に
つ
い
て

も
調
査
研
究
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム

の
拡
充
に
取
り
組
み
た
い
。
電
子

入
札
に
よ
り
事
務
手
続
の
適
正
化
、

入
札
参
加
機
会
の
拡
大
、
談
合
等

に
よ
る
不
正
防
止
に
も
寄
与
す
る

と
期
待
さ
れ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ

て
ス
マ
ー

ト
自
治
体

へ
の
転
換

を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問答

公明党
山本  敏昭

行政 入札の不正防止にも寄与する電子入札制度

　
　
多
頭
飼
育
崩
壊
が
問
題
と
な

る
中
、
猫
の
適
正
飼
養
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

猫
の
適
正
な
飼
養
頭
数
は
、

飼
い
主
が
適
切
な
飼
養
環
境

と
終
生
飼
養
を
確
保
し
、
周
辺
の

生
活
環
境
の
保
全
に
支
障
を
生
じ

な
い
よ
う
管
理
で
き
る
範
囲
内
と

さ
れ
て
い
る
。
適
正
飼
養
の
指
導

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定

し
、
飼
い
主

が
管
理
で
き

る
飼
育
環
境

や
頭
数
の
範

囲
内
に
お
い

て
、
猫
の
適

正
な
飼
養
と

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
接
す
る

ル
ー
ル
等
を
提
示
し
て
い
る
。
猫

に
関
す
る
苦
情
は
、
野
良
猫
へ
の

無
責
任
な
餌
や
り
や
外
飼
い
の
猫

が
他
人
の
敷
地
を
ふ
ん
尿
で
汚
す

な
ど
、
野
良
猫
と
の
接
し
方
や
飼

い
主
の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
に
起
因

す
る
も
の
が
多
く
、
啓
発
チ
ラ
シ

の
回
覧
や
戸
別
訪
問
に
よ
る
面
談

等
を
実
施
し
、
適
正
な
飼
養
に
努

め
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

問答

高志会
伊藤  斉

環境 ペットの適正飼養について

　
　

策
定
さ
れ
る
計
画
は
、
国
が

つ
く
れ
と
い
う
か
ら
で
は
な

く
、
市
役
所
全
体
で

取
り
組
む
意
識
を

持
っ
て
こ
そ
実
効
性

の
あ
る
計
画
に
な
る

と
考
え
る
が
い
か
が

か
。
ま
た
、
前
の
議

会
で
生
活
再
建
型
の

徴
収
業
務
を
提
案
し

た
が
、
計
画
案
に
重

点
施
策
と
し
て
設
定

さ
れ
て
い
る
生
活
困

窮
者
支
援
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
市
の
自
殺
者
数
は
、
平
成

22
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
自
殺
に

追
い
込
ま
れ
る
状
況
が
あ
る
。
本

計
画
で
は
、
自
殺
対
策
推
進
本
部

の
設
置
に
よ
り
関
係
部
局
の
連
携

を
図
り
、
職
員
の
共
通
認
識
の
も

と
関
係
機
関
等
と
も
連
携
し
、
総

合
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
生
活
困

窮
者
へ
の
支
援
は
、
抱
え
て
い
る

問
題
に
対
し
、
生
活
や
就
労
に
関

す
る
支
援
、
消
費
生
活
や
納
税
に

関
す
る
相
談
な
ど
、
き
め
細
や
か

に
対
応
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

問答答

日本共産党
大田たける

行政 山口市自
※

殺対策計画（案）を全庁的な取り組みに

※自殺対策計画
平成 28年に自殺対策基本法が改正され、全ての
自治体が計画を策定されることとされ、山口市で
は、令和２年３月を目途に策定が進められている。
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地
域
内
分
権
の
あ
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

平
成
30
年
度
の
組
織
改
編
で
、

総
合
支
所
を
本
庁
と
同
等
の

部
局
と
位
置
づ
け
、
各
エ
リ
ア
の

特
性
に
応
じ
た
地
域
振
興
策
へ
の

取
り
組
み
が
可
能
と
な
る
体
制
整

備
を
行
い
、
総
合
支
所
の
権
限
強

化
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
組
織
や
人
員

体
制
の
検
証
、
必
要
な
財
源
等
も

検
討
し
、
山
口
ら
し
い
地
域
内
分

権
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

　
　
定
住
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

２
つ
の
都
市
政
策
に
基
づ
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
果
敢

に
進
め
、
山
口
・
小
郡
都
市
核
及

び
市
内
21
地
域
の
特
性
と
役
割
の

も
と
市
全
体
の
発
展
を
目
指
し
、

教
育
・
子
育
て
・
産
業
振
興
・
医
療
・

防
災
・
交
通

等
各
分
野
の

着
実
な
推
進

が
定
住
実
現

の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が

る
と
考
え
て

い
る
。

問答問答

高志会
伊藤  青波

予算 令和２年度予算編成方針について

　
　
藤
本
教
育
長
が
就
任
さ
れ
て

２
年
間
の
教
育
行
政
の
成
果

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
現
在
の
教
育
環
境
は
変
革
の

と
き
を
迎
え
て
お
り
、
特
に

子
供
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
た

め
、
多
様
な
人
々
の
か
か
わ
り
の

中
で
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
教
育
長
に
就

任
以
降
、
全
て
の
小
中
学
校
、
幼

稚
園
へ
の
訪
問
や
、
地
域
行
事
等

へ
の
参
加

に
よ
り
、

次
代
を
担

う
子
供
た

ち
が
し
っ

か
り
と
学

ん
で
い
け

る
学
校
教
育
環
境
の
整
備
や
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
互
い
に
手
を

携
え
な
が
ら
一
体
と
な
っ
て
子
供

た
ち
を
支
え
て
い
く
と
い
う
機
運

の
醸
成
を
実
感
で
き
た
。

全
て
は
子
供
た
ち
の
た
め
に
と
い

う
思
い
を
基
本
姿
勢
と
し
、
ま
ち

全
体
で
教
育
・
子
育
て
な
ら
山
口

の
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、

子
供
た
ち
の
生
き
る
力
や
本
物
の

学
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

問答

自由民主党山口
冨田  正朗

教育 山口市の次代を担う子供たちを育てる

　
　

８
０
５
０
問
題
へ
の
認
識
と
、

長
期
化
す
る
中
高
年
の
ひ
き

こ
も
り
者
の
把
握
状
況
及
び
今
後

の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

親
子
共

倒
れ
と

な
る
リ
ス
ク

や
、
親
亡
き

後
、
子
の
社

会
的
孤
立
に

よ
る
経
済
的

困
窮
な
ど
、
生
活
に
行
き
詰
ま
る

リ
ス
ク
等
を
抱
え
る
問
題
と
認
識

し
て
い
る
。
把
握
し
て
い
る
12
人

の
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
方
の
半
数

が
中
高
年
と
確
認
し
て
い
る
が
、

市
全
体
の
把
握
が
で
き
て
い
る
と

は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
生
活

困
窮
状
態
の
方
や
、
複
合
的
な
課

題
を
有
す
る
世
帯
も
含
め
、
本
人

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
が
重
要
で

あ
り
、
高
齢
、
介
護
、
障
が
い
、

児
童
、
生
活
困
窮
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
対
応
す
る
新
た
な
包
括

的
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
検

討
を
進
め
る
中
で
、
ひ
き
こ
も
り

状
態
の
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

　
　
山
口
市
か
ら
映
画
館
が
な
く

な
っ
て
丸
９
年
以
上
た
っ
た
。

県
庁
所
在
地
で
映
画
館
が
な
い
の

は
奈
良
市
と
山
口
市
だ
け
と
言
わ

れ
て
い
る
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
も
若
者
の
映
画
館
誘
致
の
期
待

は
大
き
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

若
者
定
住
促
進
等
の
観
点
か
ら
、

他
市
の
事
例
で
も
あ
る
よ
う
な
奨

励
金
制
度
の
創
設
等
も
含
め
、
市

も
積
極
的
に
誘
致
促
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
市
民
の
映
画
館
へ
の
ニ
ー
ズ

は
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在

策
定
中
の

山
口
・
小

郡
都
市
核

づ
く
り
マ

ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お

い
て
、
両
都
市
核
の
基
本
的
な
考

え
方
や
整
備
計
画
な
ど
を
検
討
す

る
中
で
、
民
間
動
向
に
も
注
視
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
多
世
代
交
流
・
健
康
増
進
拠
点

施
設
整
備

○
市
職
員
の
働
き
方
改
革

問答

県都創生山口
山本  貴広

チームみらい共創
宮川  英之

福祉 中高年のひきこもり対策について

都市 山口市にシネコン（複合型映画館）誘致を！　
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昨
年
度
策
定
さ
れ
た
徳
地
地

域
ふ
る
さ
と
に
ぎ
わ
い
計
画

に
お
い
て
も
中
核
施
設
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
来
年
度
に
は
本

市
で
東
大
寺
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
る
。
令
和
３
年
に
は
重
源
上
人

生
誕
９
０
０
年
祭
も
控
え
て
い
る

な
か
、
徳
地
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
い
え
る
重
源
の
郷
の
今
後
の
運

営
方
針
を
伺
う
。

　
　
開
園
か
ら
20
年
以
上
が
経
過

し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、

と
り
わ
け
カ
ヤ
ぶ
き
屋
根
は
損
傷

が
激
し
く
、
今
後
の
大
規
模
な
修

繕
、
改
修
に
係
る
維
持
管
理
経
費

の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

徳
地
地
域
全
体
の
活
性
化
、
誘
客

促
進
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
ソ

フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問答

　
　
職
場
を
定
時
に
出
て
も
迎
え

に
間
に
合
わ
な
い
保
護
者
の

こ
と
を
勘
案
し
て
、
保
育
時
間
の

延
長
を
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
直
近
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

お
い
て
、
保
育
時
間
延
長
の

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
。

今
後
は
、
支
援
者
配
置
の
課
題
を

解
決
し
た
上
で
、
運
営
団
体
と
連

携
し
、
延
長

の
実
施
に
向

け
た
取
り
組

み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
山
口
市
産
業
交
流
拠
点
施
設

が
小
さ
な
子
供
か
ら
障
が
い

者
ま
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
施
設
に
な
る
よ
う
、
熱
中

症
対
策
の
観
点
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
冷
水
器

を
設
置
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・

充
実
や
安
全
安
心
に
配
慮
し

た
施
設
運
営
の
観
点
か
ら
、
総
合

的
に
検
討
を
進
め
た
い
。

問答問答

自由民主党山口
田中  勇

公明党
桜森  順一

観光 重源の郷について

こども 放課後児童クラブの保育時間の延長を

徳地のシンボル『重源の郷』

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
状
況
と

さ
ら
な
る
集
客
に
向
け
た
取

り
組
み
を
伺
う
。
ま
た
、
小
中
規

模
農
家
振
興
の
観
点
か
ら
、
道
の

駅
で
の
野
菜
増
産
モ
デ
ル
事
業
を

含
む
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
利
用

者
は
約
29
万
８
千
人
で
昨
年

の
１
・
86
倍
、
売
り
上
げ
も
約

１
億
８
３
１
９
万
円
で
１・
４
倍

と
な
っ
た
。
新
設
し
た
ウ
エ
ブ
サ

イ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
等
に
よ
り
さ
ら
な
る
集

客
を
図
り
た
い
。
ま
た
、
野
菜
増

産
モ
デ
ル
事
業
の
展
開
に
よ
り
、

出
荷
登
録
者
も
増
加
し
た
。
今
後

は
、
搬
入
等
の
手
間
を
軽
減
で
き

る
よ
う
集
荷
拠
点
を
複
数
設
定
し
、

安
心
し
て
生
産
・
出
荷
で
き
る
仕

組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答

　
　
市
内
各
所
で
消
え
た
ま
ま
何

年
間
も
放
置
さ
れ
て
い
る
中

央
線
な
ど
の
危
険
な
道
路
標
示
に

市
は
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　

公
安
委
員
会
や
国
・
県
と
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
密

に
し
適
切
な
路
面
標
示
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
く
。

　
　
大
規
模
災
害
時
の
長
期
間
の

電
源
確
保
を
市
は
、
ど
う
整

備
し
体
制
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
　
新
本
庁
舎
等
の
建
て
か
え
整

備
の
中
で
、
さ
ら
な
る
充
実

を
図
り
防
災
対
制
を
強
化
す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
外
国
人
の
受
け
入
れ
体
制

○
生
命
と
財
産
を
守
る
河
川
の
整
備

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布

問答問答

日本共産党
西村  芳和

自由民主党山口
湊  和久

農業 道の駅「長門峡」について

安全 市内各所で消えた中央線や横断歩道等の維持管理
防災
災
害
時
の
電
源
確
保
に
つ
い
て

長期間、中央線が消えている市
内の道路

交流の拠点となる道の駅「長門峡」

健康
健
康
管
理
に
つ
い
て
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Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
外
国
語
教
育

な
ど
、
今
後
本
市
が
取
り
組

ん
で
い
く
先
進
的
な
教
育
環
境
づ

く
り
の
中
、
子
供
の
主
体
性
や
好

奇
心
を
奪
わ
な
い
た
め
に
も
宿
題

や
定
期
テ
ス
ト
の
あ
り
方
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
本
市
の
多
く
の
学
校
で
は
自
主

的
な
学
習
を
目
的
と
し
て
、
自

ら
が
主
体
的
に
学
習
内
容
を
決
め
て

行
う
自
主
学
習
ノ
ー
ト
を
宿
題
と
し

て
課
す
こ
と
で
、
学
び
へ
の
興
味
・

関
心
、
好
奇
心
を
育
み
、
学
習
意
欲

の
高
揚
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。
定
期

テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
自

身
が
自
ら
の
学
習
を
振
り
返
る
と
と

も
に
教
師
自
ら
が
指
導
の
改
善
を
図

る
も
の
で
あ
り
指
導
と
評
価
の
一
体

化
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

子
供
た
ち
の
学
力
の
定
着
や
頑
張
り

を
評
価
す
る
宿
題
や
定
期
テ
ス
ト
に

つ
い
て
は
今
後
と
も
工
夫
・
改
善
を

図
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問答

市民クラブ
野村雄太郎

教育 真の先進的な教育とは! ?

　
　
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
の
次
は

冷
水
器
を
勧
め
る
が
、
そ
の
有
効

性
を
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

　
　
冷
水
器
の
有
効
性
は
認
識
し

て
い
る
が
、
費
用
面
等
の
課

題
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が

ふ
さ
わ
し
い
か
検
証
し
た
い
。
ま

た
、
冷
水
器
の
技
術
進
歩
も
あ
る

と
思
う
の
で
、
情
報
の
ア
ン
テ
ナ

を
広
げ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
副
食
費
の
負
担
が
新
た
に
発

生
し
た
世
帯
へ
の
対
策
を
講

じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
県
が
創
設
し
た
多
子
世
帯
へ

の
副
食
費
軽
減
事
業
の
活
用

に
よ
り
、
副
食
費
分
の
新
た
な
負

担
は
生
じ
て
い
な
い
。

問答問答

公明党
其原  義信

教育 「熱中症対策」次は〝冷水器〟が良いですね! !
子育て
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

　
　
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

就
農
前
２
年
間
を
準
備
型
、

就
農
後
５
年
間
を
経
営
開
始

型
と
し
て
最
大
年
間
１
５
０
万
円

の
資
金
、
営
農
開
始
後
３
年
間
の

家
賃
の
一
部
、
施
設
及
び
機
械
器

具
の
整
備
経
費
、
農
地
の
賃
借
料

の
助
成
な
ど
、
新
規
就
農
者
へ
の

各
種
支
援
策
を
展
開
し
、
県
立
農

業
大
学
校
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
栽

培
技
術
を
身
に
つ
け
る
体
験
及
び

実
践
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
来

年
度
か
ら
は
多
岐
に
渡
る
支
援
制

度
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
新

規
就
農
者
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
制
度

を
創
設
す
る
。
ま
た
、
就
農
支
援

に
つ
い
て
は
、
定
住
対
策
や
空
き

家
対
策
、
子
育
て
支
援
等
と
一
体

的
に
進
め
る
こ
と
が
効
果
的
と
考

え
て
お
り
、
関
係
部
局
と
連
携
し

な
が
ら
情
報
提
供
等
を
行
う
。

問答

山口維新の会
竹中  一郎

農業 農業を始めてみませんか!!
山口市移住情報ホームページ

農業を始めるには
どうしたら良いですか

　
　
５
年
前
に
初
め
て
質
問
し
た

際
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

な
か
っ
た
が
、
今
で
は
約
30
自
治

体
が
同
性
同
士
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
認
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
を
制
定
し
、
日
本
の
人
口
の

一
割
が
制
度
を
活
用
で
き
る
状
況

に
な
っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
等
の
同

性
婚
を
導
入
し
た
国
で
は
社
会
に

認
知
さ
れ
た

こ
と
で
、
自

己
肯
定
感
が

上
昇
し
、
自

死
率
も
46
％

減
少
し
て
い

る
。
命
を
守
る
た
め
に
も
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
制
定
を
含
む
施

策
の
方
向
性
を
伺
う
。

　
　

本
市
に
あ
っ
た
制
度
の
あ
り

方
を
検
討
し
た
い
。
令
和
２

年
１
月
に
は
県
内
在
住
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
当
事
者
を
講
師
と
し
て
職
員
研

修
会
を
開
催
す
る
。
申
請
書
等
の

性
別
記
載
欄
も
来
年
度
か
ら
可
能

な
も
の
は
廃
止
す
る
方
向
で
調
整

し
て
お
り
、
同
性
同
士
の
市
営
住

宅
入
居
等
に
つ
い
て
も
、
可
能
か

ど
う
か
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

市民クラブ
部谷  翔大

人権 性的少数者の方々が生きやすい社会

車椅子に乗ったままでも利用で
きる〝やさしい冷水器〟例
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新
山
口
駅
北
地

区
拠
点
施
設
の

多
目
的
ホ
ー
ル
は

２
０
０
０
人
収
容
の

県
下
最
大
規
模
で
あ

る
。
先
般
、
要※

望
が

あ
っ
た
が
、
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実

績
を
持
つ
合
唱
や
吹

奏
楽
演
奏
等
が
で
き
、

全
国
大
会
も
誘
致
可

能
な
本
格
的
な
音
響

反
射
板
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
稼

働
率
も
向
上
し
収
益
改
善
と
な
り
、

市
内
全
域
へ
の
好
循
環
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

要
望
に
沿
う
と
費
用
が
約

一
億
円
か
か
り
、
構
造
計
算

の
見
直
し
、
建
築
確
認
申
請
の
再

申
請
等
で
半
年
程
度
の
工
期
延
期

も
必
要
な
こ
と
か
ら
実
施
は
困
難

で
あ
る
。

　
　

人
口
増
加
策
と
し
て
、
転
入

者
へ
の
家
屋
新
築
補
助
金
制

度
を
創
設
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
移
住
定
住
促
進
の
効
果
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
公
平
性
や

空
き
家
対
策
と
の
整
合
性
等
の
課

題
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
す
る
。

問答問答

高志会
氏永  東光

予算 令和２年度予算編成方針について

　
　

主
な
取
り
組
み
と
成
果
、
来

年
度
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
中
小
企
業
の
事
業
承
継
支
援

を
行
う
商
工
会
議
所
、
商
工

会
の
連
携
が
進
ん
だ
こ
と
で
支
援

体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
本

市
と
宇
部
市
の
市
境
に
位
置
す
る

産
業
団
地
内
で
の
通
勤
バ
ス
の
試

験
運
行
等
を
行
っ
て
い
る
。
来
年

度
は
、
企
業
の
人
材
確
保
や
若
者

の
移
住
定
住
を
促
進
す
る
中
小
企

業
魅
力
体
感
フ
ェ
ア
の
開
催
を
検

討
し
て
い
る
。

　
　
山
口
ゆ
め
回
廊
博
覧
会
開
催

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
外
国
人
観
光
客
を
お
も
て
な

し
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

と
し
て
地
域
通
訳
案

内
士
（
英･

中
国･

韓
国･

ス
ペ
イ
ン

語
）
を
養
成
し
て
い

る
。
今
後
は
「
７
つ

の
市
町
で
つ
な
ぐ
、

７
色
の
回
廊
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
よ
る

ア
ー
ト
事
業
や
歴
史

資
源
等
を
活
か
し
た

プ
レ
レ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
く
。

問答問答

自由民主党山口
馬越  帝介

行政 山
※

口県央連携都市圏域における事業展開は

　
　

厚
労
省
は
「
地
域
医
療
構
想

の
実
現
」
で
小
郡
第
一
総
合

病
院
を
再
編
統
合
の
対
象
と
し
た
。

第
一
病
院
は
市
南
部
の
中
核
的
病

院
と
し
て
救
急
車
受
入
れ
台
数
は

年
間
８
７
０
台
、
病
床
回
転
率
は

94
％
で
あ
り
病
床
が
減
る
と
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
救
急
車
の
受
け

入
れ
は
で
き
な
い
。
市
民
の
命
に

か
か
わ
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
病
院
名
の
公
表
は
必
要
病
床

数
等
の
再
検
証
の
た
め
で
あ

り
削
減
・
機
能
分
化
等
を
機
械
的

に
決
め
る
も
の
で
は
な
い
と
説
明

を
受
け
て
い
る
。
今
後
示
さ
れ
る

検
証
方
法
の
情
報
等
、
国
・
県
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
救
急
医
療

体
制
の
一
翼
を
担
う
第
一
病
院
の

機
能
と
必
要
病
床
数
は
確
保
さ
れ

る
よ
う
意
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

問答

日本共産党
尾上  頼子

医療 小郡第一総合病院のベッドを減らすな

小郡第一総合病院

　
　
山
口
市
の
指
定
ご
み
袋
は
大

中
小
の
サ
イ
ズ
が
あ
る
が
、

全
国
的
に
は
、
よ
り
小
さ
い
極
小

の
ご
み
袋
を
導
入
し
、
お
年
寄
り

や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　
現
在
、
無
料
あ
る
い
は
有
料
で

小
売
店
等
が
出
さ
れ
て
い
る
レ
ジ

袋
を
市
の
指
定
ご
み
袋
の
極
小
で

替
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
高
齢
者
世
帯
や
単
身
者
世
帯

の
増
加
な
ど
に
伴
い
、
極
小

の
ご
み
袋
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
製

造
原
価
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　

市
は
レ
ジ
袋
の
削
減
と
マ
イ

バ
ッ
グ
の
使
用
を
促
進
し
て
い
る

が
、
将
来
、
レ
ジ
袋
に
関
す
る
取

り
組
み
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

と
考
え
て
お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
削
減
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
は

先
進
自
治
体
や
民
間
事
業
者
等
か

ら
情
報
収
集

を
行
っ
て
い

き
た
い
。

問答

公明党
村上  満典

ごみ 極小ごみ袋を導入し、ごみ出し困難者支援を！

市長への音響反射板設置の要望
昨年10月末、県高等学校文化連盟、中学校
文化連盟、音楽教育連盟、山口芸術短期大
学の代表を賛同者とする要望書が出された。

※山口県央連携都市圏域
愛称は「山口ゆめ回廊」。平成29年に山口市、
宇部市、萩市、防府市、美祢市、山陽小野田市、
島根県津和野町の７市町で形成された。
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幼
・
小
・
中
に
お
け
る
連
動

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
協
議
会
で

目
指
す
子
ど
も
像
を
幼
保
小

中
学
校
で
共
有
し
、
園
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
幼
児
期
か
ら
の
連
続
し
た

子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
育
ち
を
支

え
る
教
育
を
展
開
し
子
ど
も
た
ち

の
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
本
市
独
自
の
特
別
支
援
教
育

推
進
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ
り

就
学
前
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら

相
談
を
行
い
小
学
校
へ
つ
な
げ
て

い
る
。
ま
た
、
通
級
指
導
教
室
の

増
員
増
設
を
県
に
強
く
要
望
す
る
。

問答問答

チームみらい共創
中野  光昭

教育 教育・子育てなら山口の実現に向けて!!

多様な学習機会の一コマ。新山
口ゆめフェスタでの職業体験

　
　

プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
、
成
果

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
や
特
産
品
開
発
、
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
に
よ
る
移
住
定
住
促

進
な
ど
多
く

の
事
業
を
行

い
交
流
人
口

の
拡
大
に
寄

与
し
て
い
る
。

プ
ラ
ン
の
成

果
が
着
実
に

表
れ
て
い
る

と
評
価
し
て
お
り
、
９
月
末
時
点

で
約
６
割
の
進
捗
状
況
で
、
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

　
　
関
係
部
局
と
の
連
携
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
地
域
生
活
部
が
中
心
と
な
っ

て
部
局
横
断
的
に
推
進
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
協
議

会
を
初
め
地
域
の
組
織
や
団
体
等

と
の
連
携
も
不
可
欠
で
あ
り
、
地

域
で
実
施
さ
れ
た
事
業
で
は
、
商

工
会
や
青
年
会
議
所
、
企
業
、
学

生
、
道
の
駅
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
等
、
多
く
の
人
の
連
携
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し

い
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問答問答

県都創生山口
野島  義正

協働 南部地域活力アップ振興プランの実行は

　
　
若
者
の
投
票
率
が
低
い
原
因

に
住
民
異
動
届
出
率
が
関
係

し
て
い
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
実
際
に
住
ん
で
い
る
市
町
村

に
住
民
票
を
移
し
て
い
な
い

こ
と
で
、
投
票
手
続
が
煩
雑
に
な

る
こ
と
が
投

票
に
行
き
に

く
く
な
っ
て

い
る
原
因
の

一
つ
で
あ
る

こ
と
は
事
実

で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
　
市
外
出
身
の
若
者
に
住
民
票

の
異
動
を
促
す
施
策
に
注
力

す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

　
　
市
内
の
大
学
に
お
い
て
入
学

時
期
に
周
知
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
お
り
、
今
後
は
市
報
や
市
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
で
も
周
知
を
図
る
。

ま
た
、
住
民
異
動
届
出
の
際
に
窓

口
で
の
手
続
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
経
費
を

補
正
予
算
議
案
と
し
て
提
案
し
て

い
る
。
住
民
票
を
異
動
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
投
票
率
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問答問答

継続力の会
植野  伸一

選挙 若い世代の低い投票率について！　

　
　
整
備
事
業
の
現

在
の
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
。

　
　

事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
と
基
本
協

定
を
結
び
、
整
備
箇

所
と
整
備
内
容
を
決

定
し
た
。
総
分
譲
面

積
が
約
13
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
事
業
費
約
40
億

円
の
見
込
み
で
あ
り

令
和
４
年
度
早
期
に

分
譲
開
始
し
た
い
。

　
　
企
業
誘
致
に
と
っ
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
の
光
回
線
提
供
は
必

要
と
考
え
る
が
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
本
市
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
議

論
を
重
ね
合
理
的
な
方
法
で

使
用
で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
。

　
　
渋
滞
す
る
国
道
２
号
の
４
車

線
化
へ
の
見
通
し
は
。

　
　
国
土
交
通
省
に
早
期
事
業
化

の
検
討
の
要
望
を
行
っ
て
お

り
、
交
通
状
況
や
地
域
の
課
題
、

必
要
性
の
整
理
状
況
を
踏
ま
え
て

の
検
討
に
な
る
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。
さ
ら
な
る
調
査
検
討
を
行
い
、

関
係
企
業
と
も
連
携
し
て
要
望
活

動
の
強
化
を
図
り
た
い
。

問答問答問答

県都創生山口
野村  幹男

産業 企業誘致　鋳
※

銭司第二団地整備事業の進捗

※鋳銭司第二団地整備事業
新たな企業進出の受け皿として鋳銭司南
地区の山林に、企業への訴求力と利便性
の高い産業団地を整備する。
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　山口市議会では、被災された皆様の支援及び
被災地の復旧・復興に役立てていただくため、
全国市議会議長会を通じて、義援金として34
万円を寄付しました。
　山口市議会議員一同、被災地の一日も早い復
興を祈念しております。

令和元年台風19号 義援金

議会からのお知らせ

○大分県別府市
　【太陽の家について】
　障がい者雇用の推進
に先進的に取り組まれ
ており、その理念や取
り組み姿勢は、これまでの認識を新たにさせら
れるものでした。本市における障がい者就労支
援、そして合理的配慮を通じた共生社会の実現
に向けた環境づくりに生かしていきます。

○佐賀県唐津市
　【母子手帳アプリの導入について】
　市民の利便性向上だけでなく、市職員の業務
負担軽減の面においても有効な取り組みであり、
子育て支援におけるⅠＣＴ技術の活用について
非常に参考となる内容でした。

○福岡県太宰府市
　【教員の負担軽減の取り組み】
　小学校水泳授業の一部民間委託に取り組まれ
ており、教員の負担軽減だけでなく、専門指導
者による指導内容の充実や、学校プールに係る
コスト削減など、様々な面で効果が感じられる
取り組みでした。

○茨城県日立市
　庁舎敷地内の「市民憩いの広場」が大いに活
用され、また市の花「さくら」にちなんだ配色
や建設材料が取り入れられていることなど、市
民や地域に密着した庁舎であることが強く感じ
られました。

○東京都立川市
　市民意見、市民目線、市民感覚を取り入れ透
明性を大事にした建設手法は、市民のための庁
舎をつくる上で大変意義深く、本市においても
参考にしたい事例でした。竣工から年数が経過
している立川市ならではの指摘や課題を率直に
伺うことができました。

○滋賀県大津市
　【議会ＢＣＰ】
　災害時における議会機能の維持や執行部との
関係の整理など、本市の災害時の議会としての
対応を検討する上で非常に参考となる内容でし
た。

○静岡県掛川市
　【議会改革と議会活性化】
　議会報告会での市民意見を全議員での政策討
論を踏まえて市長に提言し、予算や施策への反
映を目指す一連の流れとされているほか、令和
元年６月定例会からは手話通訳者を議場に常駐
配置されるなど、本市の議会改革を進めていく
上での参考となる事例でした。

○広島県呉市
　【災害発生時の議会の対応及び議会図書室】
　対応要領に基づく豪雨災害への対応や、調査
相談機能の強化に向け
た議会図書室への司書
の配置などを今後の本
市の取り組みに生かし
ていきます。

○【チームラボプラネッツＴＯＫＹＯ】
　国や年代を問わず求められ続けるデジタル
アート展示を体感し、アートによるまちづくり
やインバウンド観光対策、山口情報芸術センター
（ＹＣＡＭ）の今後の展開について一考する機会
となりました。

○新潟県新潟市
　【国家戦略特区における12次産業化の取り組
みについて】
　市の最大の強みであり市民の誇りでもある田
園資源を、生活に密着する６分野（「子育て」「教
育」「福祉」「保健・医療」「エネルギー・環境」「交
流」）をはじめさまざまな分野に活かす先進的な
取り組みでした。

○京都府京都市
　【先斗町における無電柱
化の取り組みについて】
　防災面、観光面から住
民、事業者、市が一体と
なって無電柱化を進める
推進体制の重要性につい
て確認しました。

11／13～15  教育民生委員会

11／6～7  新本庁舎の建設等
に関する調査特別委員会

10／29～31  議会運営委員会

11／12～14  経済建設委員会

視察報告
先進地に学ぶ

詳しくは、ホームページに掲載しています。
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この広報紙は再生紙を使用しています。
使い終わったら新聞紙として古紙類の分別収集に出しましょう。

　令和２年山口市消防出初式。勇壮な纏い隊は各消防団の精
鋭です。

【表紙写真】

委員長　中野光昭　　副委員長　倉重　浩
委　員　泉　裕樹・湊　和久・中島裕一・野島義正
　　　　山本貴広・山本敏昭・伊藤　斉・大田たける
　　　　野村雄太郎・植野伸一
　　　　

議会の主な動き

次号は５月１日です

市議会だより等編集委員会

編　集　後　記

議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所： 〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局 「議会の感想」 宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
http://www.
yamaguchi-gikai.jp

●インターネット録画中継
http://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

●２月17日（月） 本会議（初日）
 〔午前10時／市議会議場〕
●２月25～28日（火～金） 本会議（一般質問・質疑）
 〔午前10時／市議会議場〕
●２月28日（金） 予算決算委員会
 〔本会議終了後／第２委員会室〕
●３月３、４日（火、水）　教育民生委員会
 〔午前10時／第１委員会室〕
 生活環境委員会
 〔午前10時／第２委員会室〕
●３月５、６日（木、金）　総務委員会
 〔午前10時／第１委員会室〕
 経済建設委員会
 〔午前10時／第２委員会室〕
●３月10日（火） 予算決算委員会
 〔午前10時／第２委員会室〕
●３月13日（金） 本会議（最終日）
 〔午前10時／市議会議場〕

議会の内容をウェブでご覧いただけます

●２１日  会派代表者会議
●25日 市議会だより等編集委員会
●２９日  議会運営委員会行政視察（～３１日）

● 5日 山口市新本庁舎の建設等に関する調査特
別委員会行政視察（～７日）

●１１日  会派代表者会議、市議会だより等編集委員
会、山口市議会議会改革検討協議会

●１２日  経済建設常任委員会行政視察（～１４日）
●１３日  教育民生常任委員会行政視察（～１５日）
●２５日  議会運営委員会、タブレット端末導入推進

プロジェクトチーム会議、執行部説明会、山
口市議会議会改革検討協議会

●2９日  山口市新本庁舎の建設等に関する調査特
別委員会

● ２日 市議会だより等編集委員会
● ５日 山口市議会議会改革検討協議会
● 9日 市議会だより等編集委員会
●１２日  広報広聴委員会
●１９日  会派代表者会議、山口市新本庁舎の建設

等に関する調査特別委員会、山口市議会
議会改革検討協議会

●２３日  山口市議会議会改革検討協議会、市議会
だより等編集委員会

全国各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（１０月～１２月：１８団体１２８名）
 １０月１６日 青森県弘前市議会、岐阜県大垣市議会
　　   2３日 山口県周南市議会
　　   2４日 東京都多摩市議会、三重県鈴鹿市議会
　　   ３０日 千葉県印西市議会、大阪府池田市議会
　　   ３１日 香川県坂出市議会
 １１月   ６日 奈良県大和郡山市議会
　　     7日 鳥取県米子市議会
　　   1３日 茨城県鹿嶋市議会、神奈川県秦野市議会
　　   1４日 京都府向日市議会、沖縄県うるま市議会
　　   １８日 富山県砺波市議会、山梨県笛吹市議会
　　   2０日 長崎県長崎市議会
 １２月1２日 東京都文京区議会
行政視察を通じ、本市の魅力をPRしてまいります。

10月

12月

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

11月

次回定例会日程のお知らせ
（予定）

　来年度予算も展望する１２月定例会をお伝えします。
　いよいよ今年は東京五輪開催。市政と同様、どんなドラ
マが展開されるか、ワクワクしています。（中島）

まと
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